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(単位：百万円）

予算額 決算額
差額

（決算－予算）
備　考

収入

運営費交付金 3,033 3,058 25

補助金等収入 2,494 1,676 △ 818 （注1）

自己収入 1,952 1,913 △ 39

　授業料および入学金検定料収入 1,881 1,852 △ 29

　雑収入 71 61 △ 10 （注2）

産学連携等研究収入および寄附金収入等 370 366 △ 4

目的積立金取崩 183 -  △ 183 （注3）

計 8,032 7,013 △ 1,019

支出

業務費 5,518 5,364 △ 154

　教育研究経費 1,006 1,256 250 （注4）

　一般管理費 561 328 △ 233 （注5）

　人件費 3,951 3,780 △ 171

施設整備費 2,172 1,179 △ 993 （注6）

産学連携等研究経費および寄附金事業費等 342 347 5

計 8,032 6,890 △ 1,142

0 123 123

○予算と決算の主な差異について

（注1）施設・設備整備費補助金を次年度に繰越したことにより、予算額に対し818百万円の減となりました。
（注2）産学共同施設使用料収入が当初の見込みを下回ったことにより、予算額に対し10百万円の減となりました。
（注3）当初予定していた財源をその他の財源での執行に変更したことにより予算額に対し減額となりました。
（注4）奨学金対象者が当初の見込みを上回ったことにより、予算額に対し250百万円の増となりました。
（注5）一般管理費で一括して予算計上した光熱水費、修繕費等について、決算で教育研究経費に按分したこと
　　により、予算額に対し減少しました。

　（注6）契約している工事の次年度繰越により、予算額に対し減額となりました。
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